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カイネチソ処二匪区の5薫首の地上部をビーカーに水

挿しにして室内暗黒においても，また各葉位薬をシャ

ーレ内の水に浮べて50℃7日間保温しておいた場合

にも，樋色が顕著に抑制されたことから首の長期貯蔵

における有効な物質として利用できる可能性が認めら

れた。

8－HydrOxy q11inolinは　カイネチソに比し

効果が劣るのでなお他の廉価な物質の探索を要する。

4．　結　　　　　論

1．トリポリ燐酸ソーダ2．5％液に14～18℃（恒

温）で9～12日間種籾療法することにより発芽と出

葉を1～2日ほど促進し，苗の生長を踵著に増加し，

経常茎葉中のⅣ，Ⅰ205％も高めた。

2．トリポリ燐酸ソーダ液中の放漫潰処理は胚乳の

消費を早めるだけでなく，単位消費量当りの乾物生産

を増加した。したがって同一生育量で比載すれば，胚

乳残存量が多いので2．5菜以下の稚苗でも低温活着性

が高まるものと考えられる。

5．トリポリ燐酸ソーダ液中の籾を潰処理は出芽，

生育を整一にした。さらに低比重叛についてその効果

を検討することはきわめて重要であって，比重選が単

に胚乳養分の多い種子を選ぶのに対し，本処理は発芽

力，生長促進力を附与し，種子の性質を均一化できる

点でその実用的意義を具にする。

4．カイネチソ50王）Pm液の1菓展開期散布により

第1，2葉の葉緑素含有率を高めた。また処理された

2．5棄苗の葉緑素分解抑制作用が顧著で稚苗の貯蔵に

有効な物質であることが認められた。

5．8－Hyd．roxy q．uinolinldOPPmの同業期

散布の老化防止効果はカイネチソに比し劣るので，さ

らに有効廉価な物質の探索が必要である。

種苗育苗期における葉身褐変化現象について
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（山形県農試最上分場）

第1表　　施　肥　条　件
1．　ま　え　が　き

穂首の本田初期生育は，活着の良否がきわめて重要

で，稚苗のもつ発根力の潜在力は本田定植後の低温活

着性に大きく影響され，りん酸および窒素の添加は低

温活着性を高める作用を付与する手法となるといわれ

ている。

このため筆者らは，最上黒ポク土壌での稚苗の首質

向上対策試験の十課題として，低温活着性の高い首を

得ようと，りん酸および窒素の基肥量を変えて試験を

実施したところ，りん酸増施区に薬身褐変化現象（仮

称）が発生したので報告する。

2．　試　験　方　法

供試品種はフジミノリで，5月9日に1箱当り乾籾

250才相当量を浸種籾で播種した。

翫巴条件は第1表に示した。施肥は播種当日，1箱

当り5ヱの土壌（覆土用約1且は除く）と充分に混合

（成分乳／／／籍）

○ 1 1 1 1 1 1 2 2 2

0 0 1 2 4 る 8 1 4 8 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

した。　肥料は，硫安，過りん酸石灰，塩化カリを用

いた。

青首培地は当場の黒ポク水田土壌で（耕土を秋に探

土），　この採土地の土性・土質は第2表のとおりで

ある。



42　　　　　　　　　　　　　　東　北　魚　業　研　究　東15号

第2表　　採土地（水　田）の　土質
（乾土当り）

層 界

l

粗 砂 細 砂 砂　 計 シソレト 粘 土 土 性 P H
置　 換　 性 燐 酸

吸 収

係 数

置 換

容 畳

（m ．0 ．）

腐 植 全 窒 素 炭 素
㍉

C a O
（喝 ）

M g O
（7呼 ）

Ⅹ2 0

（7呼 ）
（％ ） （％ ） （％ ） （％ ） （％ ） （H 2 0 ） （％ ） （％ ） （％ ）

0 ～ 15 1 8．5 5．4 1 9．9 4 9．8 5 5 ．8 S i C 5．5 5 9 5 2 5 1 5．1 1 9 9 5 5 1．5 1 8．占 0．5 8 1 0．8 1 8．7

発芽はサーモスタットを52℃に設置した室内電熱

育苗器で2日間で行ない，その後，電熱線を埋蔵した

ビニー′レハウスで（前半4日間は夜間電熟を入れた）

8日間管理した上で，露地管理に移した。滞水は随

時，早朝に行ない，追肥は施用しなかった。

育苗は紐苗方式で，補強紐は使用しない。

2区制で実施した。

5．試験結果ならびに考察

1．菓身褐変化現象について

薬身褐変化現象は，畑育代等にみられる立枯れやム

レ病および肥料マケ等と異なり，完全第1某の稟身が

完全展葉後，急激に褐変化する現象で，展菜中の尭身

や葉鞘にはみられない現象である。発生分布は，某身

の先端から基部にかけて広がる。

本試験で，この菓身褐変化現象を観察したのは播種

後9日目（5月18日）で，播種後8日目，7日目で

第5表　　調　査　結　果

はこの現象は観察されなかった。

この薬身褐変化現象を観察した2日後に，褐変化程

度および一般的生育状況（占月1日調査も含む）を調

査したのが第5表であり，窒素とりん酸の施肥量と祐

変化巷度の関係を示したのが第1回である。なお，褐

変化の調査は，尭身の全長比で表わした。

このように，菜身褐変化現象は，りん殴増施区に発

生し，りん酸を増施するにつれて，発生程度が増大し

ている（窒素1才区参照）。しかし，窒素を増すと発

生程度が減少の傾向を示している（りん酸1才，4才

区参照）。

また，8月1日調査（第5表）にみられるように，

窒素1才段階でのりん酸4，占．8針区および窒素2才段

階でのりん酸8才区等では2某日にも発生が観察され

た。

しかし，不完全葉の先端や，稟帝には観察されなか

った。
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第1図　施肥と褐変化程度の関係
（5月20日　約1葉）

なお，この薬身褐変化現象は，山形県農試本場の稲

作および土壌肥料研究室においても，本試験と同様に，

りん酸増量区で観察されており，土壌肥料研究室では

りん酸の形態を異にしても発生している。

また，現地農家でも発生がみられ，りん酸追肥によ

っても，この現象が観察されている。

2．葉身褐変化現象の生育に及ぼす影響ならびにそ

の他の形質について

窒素を増すと第2莱鞘高長が伸び，生育の進度がや

や進む傾向が認められる。しかし，草丈の伸長は，り

ん酸の量がある程度以上になると逆に抑制の傾向がう

かがわれ，この時のりん酸の畳は窒素量とも関係して

いる。この相互関係は，葉身褐変化の発生程度とほは

似ている。

また，風毛重も，りん酸との関連ははば草丈との関

係に類似し，窒素を増すと板部風乾重が減少している。

抗張力は窒素4才区以外は大差ない。

発根力は，砂耕で水温1°℃前後の水そうで10日

間行ない，その結果第2図のとおりである。

第2図　　施肥と発破力の関係

発根力は，窒素を増すと増大の傾向を示し，菓身褐

変化程度の高い区ほど発根力は減少している。

4．　摘　　　　　要

以上のように，推首育苗期において観察された葉身

箱変化現象を検討した。これを要約すると次のように

なる。

1．菓身裾変化現象（仮称）は，りん酸を増施する

ことにより，完全第1裏の稟身が完全展菜後，急激に

褐変化する現象である。

2．発生程度はりん酸を増すにつれ増大し，窒素の

増最により減少の傾向にある。

5．また，りん酸の形態を異にしても発生し，りん

酸の追肥によってもみられるようである。

4．格変化現象発生により，発根力が著しく低下し

てくる。


